
田中尚人：熊本大学政策創造研究教育センター 准教授

naotot@kumamoto-u.ac.jp

「第４回流域管理と地域計画の連携方策に関するワークショップ」
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都市再生・地方創生とふるさとづくり

－熊本地震からの復興まちづくりの現場から－



文化的景観 とは

「文化的景観とは，以下の文化財を指します。地域における人々の生活又は生

業及び当該地域の風土により形成された景観地で我が国民の生活又は生業の理

解のため欠くことのできないもの（文化財保護法第二条第1項第五号より）」

その要件としては，①歴史，②自然環境，③生活・生業，が挙げられ，これ

らを保持する地域の景観を文化財とするものである．

【第１号】近江八幡の水郷（滋賀県近江八幡市） 【第２号】一関本寺の農村景観（岩手県一関市）

http://www.bunka.go.jp/bunkazai/shoukai/keikan.html
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「復興」は，「復旧」の先にあるのか？
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or

「復旧」の延長線上にある「復興」 新しいカタチの「復興」？

尾上建設 工事部主任



災害の「後」と「前」は繋がっている。

災害は地域の課題を加速させる。

レジリエンス

「脅威に対してびくともしない強さ」ではなく，

「脅威をしなやかに受け止め，柔軟に回復する力」

諦めない。誰かと一緒に生きていく。

小さなまるごとを受け止める。

身の丈に応じて，先祖から受け継いできたものを，

後生に伝える，当たり前の「生活・生業」の復興。



熊本地震の発生状況
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注）桑原雅夫教授（東北大学）研究グループ作成資料をもとに編集
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出展：防災科学技術研究所HP

熊本地震による全壊棟数分布
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・被災した市庁舎，避難拠点

・行政支援

（罹災証明等応援職員）

八代市役所 益城町役場

宇土市役所





17 April, 2016 健軍東小学校
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高齢社会

災害からの復旧・復興

日常

最低生活レベル

発災

復旧（ recovery ）

復興（ restoration 

/ revitalization

/ reconstruction ）

災害時対応（ response to the disaster ）
非日常

「非日常」を「日常」に埋め込む

「非日常」を「日常」につなげる。



2016.7.7（木）６月豪雨災害後

農地の被災と農業の復興



2016.4.29（金）18:00 熊本城

文化財の被災とその復興



2016.7.21（金）12:00 倒壊した阿蘇神社本殿



2016.4.20（水）12:00 通潤橋

文化財の修復と観光復興



2016.5.23（土）9:00 地元市民，ボランティア総勢500名が，清掃，砂利あげに参加

風景を取り戻す復興まちづくり



「地域で団らん、共食を文化にしよう」

【活動理念】
食べたい人・作りたい人・かたりたい人が集まり、食卓を囲むことで、食の

質と心を豊かにし、 健康で活き生きとした生活に繋げる「こ食」から「共食」
を進める取り組みです。

【活動方針】
1. ちがいを認め、おたがいさまの活動をします
2. 無理せず楽しく、できるしこのことをします
3. みんなで一緒につくります

おたがいさま食堂は活動を通して、自分にできる役割を考え担うおたがいさ
まの精神で、人の幸せ や自然の恵みに感謝し心豊かに共に成長しながら元気に
暮らせる大家族のようなまちづくりを目指します。

リーダーシップ ＜ フォロワーシップ



2016.4.24（日）12:00 第２回おたがいさま食堂くまもと



2016.6.5（日）12:00 第３回おたがいさま食堂くまもと



2016.8.16（火）18:00 第３回熊本できるしこ学ぶ会「意志ある未来を選択する」クロスロード



2016.5.23（月）18:00 お寿司の炊き出し＠火の君文化会館（熊本市南区）



2016.8.28（日）11:00 くまもと復興カフェ午前：高校生の部



2016.10.8（土）17:00 益城町未来トーーク！



「高齢社会が迎える創造的復興」 日常と非日常，災害前と後

・農地，農村の被災と農業の復興

・文化財の修復と観光復興－熊本城・石工

・日常の風景を取り戻す復興まちづくり

・復興における「チャレンジ」

・復興まちづくりと若者

災害復旧・復興の現場における苦労，課題

Ａ．チャレンジがしにくい制度，システム

Ｂ．文化財の修復と観光復興

Ｃ．埋まらない行政と市民とのギャップ

それに対する課題解決の方針，方策など

ａ．ソーシャルイノベーション：過疎対策，地方創生

ｂ．歴史，特に技術史，計画史の評価，伝統工法の見直し

ｃ．フォロワーシップ，誰かと一緒に，外部との連携



地方創生 まち・ひと・しごと総合戦略



2016.9.24（土）油布の雨景。田んぼの水面は、養鯉。山古志は錦鯉発祥の地。

復興に失敗はない

復興に終わりはない



志を果たしに帰ってきたくなる

ふるさとにおける

五感の風景を取り戻す

地域らしさを継承するために

さまざまな主体が， 多様性：Diversity

変化を恐れずに， 有機的：Dynamism

無理せずに（楽しく） 持続可能：Sustainable

取り組む。


